
子育て応援フェスティバル 毎回大盛況！ 

自分の命は、自分で守る  今回のテーマ 

地域防災マネージャーコラム☆Vol.７

 10月27日、コンフォール健康センター（高鍋町健康づくりセンター）で、第13回

高鍋町子育て応援フェスティバルが開催されました。このイベントは、子育てを地

域全体で支えあう機運を高め、行政・企業・ＮＰＯ法人などが行う子育て支援事業

をわかりやすく家庭に伝えることを目的に、平成18年度より毎年開催しています。

　当日は約1,200人の来場者が訪れ、赤ちゃんハイハイ競争や手作りひろばでの小

物づくりなどのイベントが開催され、それぞれ大いににぎわっていました。

　令和元年最後の防災マネージャーコラムとなりました。今年も６月の大雨から始まり、台風の影響が

２つ。町内には直接の被害はなかったものの、延岡市では竜巻によるものと思われる甚大な被害も確認

されています。

　高鍋町は今、出水期と台風期を過ぎ、災害の少ない時期に入っています。しかし、「喉元過ぎれば熱

さ忘れる」ではいけません。いつ起こるかわからない災害に備え、町では随時「高鍋町地域防災計画」

の見直しを行い、よりしっかりとした防災体制を整えています。こういう時期だからこそ、今一度、ご

家庭でも防災について話し合い、備蓄品、非常持出品の確認・更新をしておきましょう。

　役場の総務課では「減災グッズチェックリスト」をご用意しています。ぜひご家庭の

防災備蓄等のご参考にしてください。

　「自分の命は、自分で守る」ご自分の、ご家庭の「防災レベル」を向上させましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域防災マネージャー　織田　範之

～～文文化化のの日日特特集集～～  
 11月３日の文化の日に、町内では様々なイベントが行われました。 

海辺で“わのわ” 
 蚊口浜海水浴場では、高鍋

の牡蠣や海辺で見つけたもの

に色を塗って、砂浜の上に輪 

の形に配置するワークショッ

プが行われました。 

 町図書館では、判じ絵クイ

ズ（江戸時代に流行した遊

び）や和綴じ体験、明倫堂書

庫の見学などが行われまし

た。 

古墳祭 
 持田古墳群の第26号墳（山

の神塚）前で古墳祭が開かれ

ました。神事後、高鍋神楽を

奉納し、古代人の霊を慰めま

町文化施設３館合同スタンプラリー

ミニカーレース

町歴史総合資料館でスタンプをもらう参加者 町図書館でスタンプをもらった参加者 町美術館でスタンプをもらう参加者 

判じ絵クイズに挑戦する参加者たち 持田古墳群での神事 ワークショップに参加する参加者 

食育体験 みやざき犬たちのパフォーマンス

手づくりひろば 赤ちゃんハイハイ競争 三輪車レース

　11月３日の文化の日に、町図書館と町歴史総合資料館、町美術館の３館合同スタンプラリーが

初開催されました。参加者は３館を順不同で回り、体験教室や展示品の閲覧を楽しみながらスタ

ンプを集め、スタンプラリー達成後には花の苗や絵はがきなどの景品を受け取りました。

　また、この日は常設展に加えて企画展も無料で観覧できました。参加者は熱心に作品などを鑑

賞していました。

図書館秋のワークショップ

した。
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歳出

（注）端数処理により、上の表およびグラフの合計が一致しない場合があります。

平成30年度

町税　16.2%
21億8,357万4千円

寄附金　16.3%
21億9,568万
2千円

繰入金　15.9%
21億4,344万4千円

繰越金　4.8%　6億4,424万1千円

使用料・分担金等　3.5%　4億7,348万8千円

その他　4.0%
5億3,473万2千円

町債　8.0%
10億7,185万2千円

県支出金　6.3%
8億4,427万4千円

国庫支出金
9.6%
12億
9,860万円

地方交付税　15.5%
20億8,718万4千円

平成30年度に納められた皆さんの税金や国県から交付されたお金が、どの
ような形で使われたのか、町の決算状況をお知らせいたします。

歳入額 134億7,707万1千円

平成30年度の一般会計決算は、
歳入総額134億7,707万1千円、
歳出総額128億4,321万1千円とな
り、前年度と比べて歳入が16億
8,607万1千円、14.3％、歳出が
16億9,645万2千円、15.2％とそれ
ぞれ増加し、過去最大の決算規模と
なりました。
また、歳入歳出差引額から翌年度
へ繰り越すべき財源を除いた実質収
支額は、3億7,318万円の黒字となり
ました。

総務費
20.2%
25億

9,350万円

民生費
26.5%

34億357万
6千円

衛生費　5.6%
7億2,421万3千円

土木費　10.9%
14億197万円

公債費　5.3%
6億8,406万
8千円

議会費 0.8%
1億118万6千円

災害復旧費　1.1%
1億3,952万9千円

農林水産業　4.0%
5億996万5千円

消防費　3.1%
3億9,804万
5千円

商工費　16.5%
21億2,016万

8千円

教育費　6.0%
7億6,699万1千円

歳出額 128億4,321万1千円

目的別歳出では、ふるさと納税推進事業が総務費から商工費に移り、大きく変動し
たほか、民生費が保育所等整備事業、土木費が工業用地造成事業関連の道路
整備等により増加し、また、台風24号による災害復旧費、宮崎キヤノンの造成地
売却収入の基金積立など臨時的な経費により、歳出規模は大きく膨らみました。

性質別歳出の内訳
決算額

　義務的経費 31.9% 人件費 13億1,270万5千円 10.2 ％

   41億49万7千円 扶助費 21億372万4千円 16.4 ％

公債費 6億8,406万8千円 5.3 ％

　投資的経費 14.8% 普通建設事業費 17億6,684万3千円 13.8 ％

   19億60万1千円 災害復旧事業費 1億3,375万8千円 1.0 ％

物件費 27億1,596万4千円 21.1 ％

維持補修費 1億549万2千円 0.8 ％

　その他の経費 53.3% 補助費等 11億4,682万7千円 8.9 ％

   68億4,211万3千円 積立金 17億7,896万7千円 13.9 ％

投資・出資・貸付金 4,618万円 0.4 ％

繰出金 10億4,868万3千円 8.2 ％

比成構分　　区

決算報告

歳入

依存財源
43.3%
58億

3,664万
2千円

自主財源
 56.7%
76億

4,042万
9千円 

地方自治体の経費を性質別に分類したもので、投資的
経費が工業用地造成事業関連の道路等整備等により著
しく伸びています。その影響で必ず支出しなければならない
義務的経費（人件費、扶助費および公債費）の構成比
は約３割程度に下がりましたが、決算額は、前年度に
引き続いて40 億円を超える高い水準で推移しています。
その他の経費では、物件費がふるさと納税推進事業により
大きな割合を占めています。

財政調整基金は、宮崎キヤノンによる造成地売却収入の一部を、翌年度
以降の土地購入費や公債費の財源として活用するため積立し増加しました。
ふるさとづくり基金は、ふるさと納税の寄附額から返礼品経費を控除した残りを
積立し、基金の一部を寄附のテーマに沿った事業の財源に活用しています。

一般会計の地方債残高
平成30年度末 増減

77億5,792万1千円 4億3,923万9千円

地方債残高は、一般家庭のローン返済残高に
相当するもので、約78億円の借金返済が残って
います。

（単位：億円）
H28 H29 H30 増減

財政調整基金 15.7 10.3 20.7 10.4

減債基金 0.6 0.6 0.6 0.0

公共施設等整備基金 9.6 9.9 8.2 ▲ 1.7

ふるさとづくり基金 2.6 6.7 6.6 ▲ 0.1

その他の基金 2.4 2.4 2.6 0.2

基金残高 30.9 29.9 38.7 8.8

一般会計の基金残高
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（単位：億円）

健全化判断比率

%0.02%0.51率比字赤質実

%0.03%0.02率比字赤質実結連

%0.53%0.52率比費債公質実

%0.053率比担負来将

公営企業の資金不足比率
経営健全化
基準

―

公営企業会計における資金不足と
料金収入の規模を比較し、経営状
況を表す比率。資金不足がないた
め数値は―で表示しています。

指標の説明公営企業会計名 資金不足
比率
―計会業事道水

20%下水道事業特別会計 ―

工業用地造成事業特別会計

10.2% 0.6% 年間収入における借入金の返済額の標準財政規模に対する割合を表す比率

12.2% ▲13.2% 将来負担すべき借金などの負債残高の標準財政規模に対する割合を表す比率

― ― 一般会計等の実質収支額が赤字の場合の標準財政規模に対する割合を表す比率

― ― 特別会計等を含めた全会計における赤字額の標準財政規模に対する割合を表す比率

指標
健全化判断比率 早期健全化

基準
財政再生
基準 指標の説明

H30 増減

一般会計・特別会計の決算状況
（単位：千円）

歳入 歳出 歳入歳出
差引

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

13,477,071 12,843,211 633,860 260,680 373,180
（増減）

（増減）

（増減）

1,686,071 1,696,452 ▲ 10,381 124,127 ▲ 134,508
8,495,745 8,235,558 260,187 0 260,187

858,078 1,122,705 ▲ 264,627 ▲ 64,762 ▲ 199,865
2,845,662 2,797,735 47,927 0 47,927

512,014 512,014 0 0 0
450,423 429,307 21,116 0 21,116
10,328 9,293 1,035 0 1,035

1,992,308 1,894,052 98,256 0 98,256
　一ツ瀬川雑用水
　管理事業 23,044 17,269 5,775 0 5,775
　西都児湯固定資産
　評価審査委員会 188 131 57 0 57

2,661,778 2,575,757 86,021 0 86,021
21,972,816 21,078,769 894,047 260,680 633,367
2,544,149 2,819,157 ▲ 275,008 59,365 ▲ 334,373

　介護認定審査会
　介護保険

　工業用地造成事業
一般会計・特別会計

合　　計

会計区分

一般会計

特別会計

　国民健康保険
　後期高齢者医療
　下水道事業

水道事業会計の決算状況
（単位：千円）

増減

収益 443,297 3,024
費用 390,551 ▲ 13,331
純利益 52,746 16,355
収入 0 ▲ 65,000
支出 212,411 ▲ 59,533
差引 ▲ 212,411 ▲ 5,467

区分

収益的収支

資本的収支

※資本的収入が支出に対して不足する額は、損益勘定留
保資金等で補填しました。

あなたの会社名が町の施設の愛称になります‼　高鍋町ネーミングライツ事業について

施設名称 ネーミングライツ
事業パートナー 期間 命名権料

3年間
たかしんホール 高鍋信用金庫 Ｈ29.7～Ｒ2.6 360万円 光熱水費、トイレ改修工事など 210万円
井上商店スポーツセンター 株式会社井上商店 Ｈ29.7～Ｒ2.6 300万円 光熱水費、天窓ガラス修理、バレーボールネット購入など 175万円
ＭＡＳＵＤＡスタジアム 株式会社増田工務店 Ｈ29.7～Ｒ2.6 300万円 光熱水費、ダグアウト修繕など 300万円

円万03どな理修グンリドンハアエ用ループ円万093.3Ｒ～4.03Ｈ設建工鉄口山社会式株ータンセ康健ルーォフンコ

命名権料の使途（平成30年度までの実施分）

　高鍋町ネーミングライツ事業は、民間企業等に町の施設等に社名等の愛称をつける権利を購入してもらう事業で、民間企業側にとっては宣伝
効果や地域貢献などのイメージアップにつながり、行政側にとっては施設の維持管理経費などの運営資金を調達する手段となるためお互いにとっ
てのメリットがあります。
　高鍋町では、平成29年度より導入され、現在、公募により次の4つの施設で採用し、多くの利用者に親しまれています。

財政健全化法に基づく財政指標の判定

決算額

　平成30年度決算に基づき算定した健全化判断比率の４つ
の指標と公営企業の資金不足比率は、全て基準値を下回る
結果となり健全な財政運営の水準を維持しています。
　将来負担比率は、充当可能基金の増加により改善しました
が、将来負担を押し上げる要因となる地方債残高が膨らむた
め、指標の悪化が懸念されます。

20.7
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歳出

（注）端数処理により、上の表およびグラフの合計が一致しない場合があります。

平成30年度

町税　16.2%
21億8,357万4千円

寄附金　16.3%
21億9,568万
2千円

繰入金　15.9%
21億4,344万4千円

繰越金　4.8%　6億4,424万1千円

使用料・分担金等　3.5%　4億7,348万8千円

その他　4.0%
5億3,473万2千円

町債　8.0%
10億7,185万2千円

県支出金　6.3%
8億4,427万4千円

国庫支出金
9.6%
12億
9,860万円

地方交付税　15.5%
20億8,718万4千円

平成30年度に納められた皆さんの税金や国県から交付されたお金が、どの
ような形で使われたのか、町の決算状況をお知らせいたします。

歳入額 134億7,707万1千円

平成30年度の一般会計決算は、
歳入総額134億7,707万1千円、
歳出総額128億4,321万1千円とな
り、前年度と比べて歳入が16億
8,607万1千円、14.3％、歳出が
16億9,645万2千円、15.2％とそれ
ぞれ増加し、過去最大の決算規模と
なりました。
また、歳入歳出差引額から翌年度
へ繰り越すべき財源を除いた実質収
支額は、3億7,318万円の黒字となり
ました。

総務費
20.2%
25億

9,350万円

民生費
26.5%

34億357万
6千円

衛生費　5.6%
7億2,421万3千円

土木費　10.9%
14億197万円

公債費　5.3%
6億8,406万
8千円

議会費 0.8%
1億118万6千円

災害復旧費　1.1%
1億3,952万9千円

農林水産業　4.0%
5億996万5千円

消防費　3.1%
3億9,804万
5千円

商工費　16.5%
21億2,016万

8千円

教育費　6.0%
7億6,699万1千円

歳出額 128億4,321万1千円

目的別歳出では、ふるさと納税推進事業が総務費から商工費に移り、大きく変動し
たほか、民生費が保育所等整備事業、土木費が工業用地造成事業関連の道路
整備等により増加し、また、台風24号による災害復旧費、宮崎キヤノンの造成地
売却収入の基金積立など臨時的な経費により、歳出規模は大きく膨らみました。

性質別歳出の内訳
決算額

　義務的経費 31.9% 人件費 13億1,270万5千円 10.2 ％

   41億49万7千円 扶助費 21億372万4千円 16.4 ％

公債費 6億8,406万8千円 5.3 ％

　投資的経費 14.8% 普通建設事業費 17億6,684万3千円 13.8 ％

   19億60万1千円 災害復旧事業費 1億3,375万8千円 1.0 ％

物件費 27億1,596万4千円 21.1 ％

維持補修費 1億549万2千円 0.8 ％

　その他の経費 53.3% 補助費等 11億4,682万7千円 8.9 ％

   68億4,211万3千円 積立金 17億7,896万7千円 13.9 ％

投資・出資・貸付金 4,618万円 0.4 ％

繰出金 10億4,868万3千円 8.2 ％

比成構分　　区

決算報告

歳入

依存財源
43.3%
58億

3,664万
2千円

自主財源
 56.7%
76億

4,042万
9千円 

地方自治体の経費を性質別に分類したもので、投資的
経費が工業用地造成事業関連の道路等整備等により著
しく伸びています。その影響で必ず支出しなければならない
義務的経費（人件費、扶助費および公債費）の構成比
は約３割程度に下がりましたが、決算額は、前年度に
引き続いて40 億円を超える高い水準で推移しています。
その他の経費では、物件費がふるさと納税推進事業により
大きな割合を占めています。

財政調整基金は、宮崎キヤノンによる造成地売却収入の一部を、翌年度
以降の土地購入費や公債費の財源として活用するため積立し増加しました。
ふるさとづくり基金は、ふるさと納税の寄附額から返礼品経費を控除した残りを
積立し、基金の一部を寄附のテーマに沿った事業の財源に活用しています。

一般会計の地方債残高
平成30年度末 増減

77億5,792万1千円 4億3,923万9千円

地方債残高は、一般家庭のローン返済残高に
相当するもので、約78億円の借金返済が残って
います。

（単位：億円）
H28 H29 H30 増減

財政調整基金 15.7 10.3 20.7 10.4

減債基金 0.6 0.6 0.6 0.0

公共施設等整備基金 9.6 9.9 8.2 ▲ 1.7

ふるさとづくり基金 2.6 6.7 6.6 ▲ 0.1

その他の基金 2.4 2.4 2.6 0.2

基金残高 30.9 29.9 38.7 8.8
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健全化判断比率

%0.02%0.51率比字赤質実

%0.03%0.02率比字赤質実結連

%0.53%0.52率比費債公質実

%0.053率比担負来将

公営企業の資金不足比率
経営健全化
基準

―

公営企業会計における資金不足と
料金収入の規模を比較し、経営状
況を表す比率。資金不足がないた
め数値は―で表示しています。

指標の説明公営企業会計名 資金不足
比率
―計会業事道水

20%下水道事業特別会計 ―

工業用地造成事業特別会計

10.2% 0.6% 年間収入における借入金の返済額の標準財政規模に対する割合を表す比率

12.2% ▲13.2% 将来負担すべき借金などの負債残高の標準財政規模に対する割合を表す比率

― ― 一般会計等の実質収支額が赤字の場合の標準財政規模に対する割合を表す比率

― ― 特別会計等を含めた全会計における赤字額の標準財政規模に対する割合を表す比率

指標
健全化判断比率 早期健全化

基準
財政再生
基準 指標の説明

H30 増減

一般会計・特別会計の決算状況
（単位：千円）

歳入 歳出 歳入歳出
差引

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

13,477,071 12,843,211 633,860 260,680 373,180
（増減）

（増減）

（増減）

1,686,071 1,696,452 ▲ 10,381 124,127 ▲ 134,508
8,495,745 8,235,558 260,187 0 260,187

858,078 1,122,705 ▲ 264,627 ▲ 64,762 ▲ 199,865
2,845,662 2,797,735 47,927 0 47,927

512,014 512,014 0 0 0
450,423 429,307 21,116 0 21,116
10,328 9,293 1,035 0 1,035

1,992,308 1,894,052 98,256 0 98,256
　一ツ瀬川雑用水
　管理事業 23,044 17,269 5,775 0 5,775
　西都児湯固定資産
　評価審査委員会 188 131 57 0 57

2,661,778 2,575,757 86,021 0 86,021
21,972,816 21,078,769 894,047 260,680 633,367
2,544,149 2,819,157 ▲ 275,008 59,365 ▲ 334,373

　介護認定審査会
　介護保険

　工業用地造成事業
一般会計・特別会計

合　　計

会計区分

一般会計

特別会計

　国民健康保険
　後期高齢者医療
　下水道事業

水道事業会計の決算状況
（単位：千円）

増減

収益 443,297 3,024
費用 390,551 ▲ 13,331
純利益 52,746 16,355
収入 0 ▲ 65,000
支出 212,411 ▲ 59,533
差引 ▲ 212,411 ▲ 5,467

区分

収益的収支

資本的収支

※資本的収入が支出に対して不足する額は、損益勘定留
保資金等で補填しました。

あなたの会社名が町の施設の愛称になります‼　高鍋町ネーミングライツ事業について

施設名称 ネーミングライツ
事業パートナー 期間 命名権料

3年間
たかしんホール 高鍋信用金庫 Ｈ29.7～Ｒ2.6 360万円 光熱水費、トイレ改修工事など 210万円
井上商店スポーツセンター 株式会社井上商店 Ｈ29.7～Ｒ2.6 300万円 光熱水費、天窓ガラス修理、バレーボールネット購入など 175万円
ＭＡＳＵＤＡスタジアム 株式会社増田工務店 Ｈ29.7～Ｒ2.6 300万円 光熱水費、ダグアウト修繕など 300万円

円万03どな理修グンリドンハアエ用ループ円万093.3Ｒ～4.03Ｈ設建工鉄口山社会式株ータンセ康健ルーォフンコ

命名権料の使途（平成30年度までの実施分）

　高鍋町ネーミングライツ事業は、民間企業等に町の施設等に社名等の愛称をつける権利を購入してもらう事業で、民間企業側にとっては宣伝
効果や地域貢献などのイメージアップにつながり、行政側にとっては施設の維持管理経費などの運営資金を調達する手段となるためお互いにとっ
てのメリットがあります。
　高鍋町では、平成29年度より導入され、現在、公募により次の4つの施設で採用し、多くの利用者に親しまれています。

財政健全化法に基づく財政指標の判定

決算額

　平成30年度決算に基づき算定した健全化判断比率の４つ
の指標と公営企業の資金不足比率は、全て基準値を下回る
結果となり健全な財政運営の水準を維持しています。
　将来負担比率は、充当可能基金の増加により改善しました
が、将来負担を押し上げる要因となる地方債残高が膨らむた
め、指標の悪化が懸念されます。

20.7

9



「広報たかなべ」有料広告募集中！！①４．５㎝×９㎝枠＝１０,１８６円  ②４．５㎝×１８㎝枠＝２０,３７２円

◎プロレスラーが小学校で講演◎出張財政出前講座

◎茨城国体 武術太極拳で優勝

◎松濤館空手道国際大会

◎スポーツレクレーション大会

◎100歳おめでとう

15

16

朝倉市民の作品を鑑賞する来場者

生け花

日舞

愛石

三味線

写真

フラダンス
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【編集後記】台風の影響で一度延期になりましたが、無事26日に高

鍋城灯籠まつりが開催されました。まつりの売上金の一部は台風19

号被災地へ寄付しています。高鍋の灯が被災地に届きますように。 

編集・発行／宮崎県高鍋町 

〒884‐8655 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江8437 

 地域政策課 ☎0983-26-2018 

 http://www.town.takanabe.lg.jp 

※「広報たかなべ」は２ヶ月に１回、奇数月に発行しています。 

 町ホームページでもご覧になれます。 

November 2019 No.42１ 

我が家の天使を自慢したい♪ 

↑募集ページの

 ＱＲコード 

 このコーナーでは、高鍋町内に住む２歳未満のお子さんを紹介しています♪誕生日の記念などに、お子

さんのかわいい写真を投稿してみませんか？ 

 詳しくは町ホームページをご覧ください。 

 http://www.town.takanabe.lg.jp/soshiki/chiikiseisaku/7/2/2062.html

長野 惺成 
ながの    せな   

ちゃん藤高 伊吹 
ふじたか   いぶき   

ちゃん長田 虹花 
ながた   こはな   

ちゃん

ニコニコ笑顔の惺成君！

いっぱい食べて、遊んで大き

くな～れ☆  

慶田本 琉凱 
 けだもと   りゅうが  

ちゃん

１ 歳おめでとう☆茄子を

ゲットしてパクリ！！（笑）

元気にすくすく成長してね。 

職場の雰囲気を 

感じられます 

スマホで簡単に 

応募できます 

↑

高鍋町に特化した求人サイト ができました！    

～みちはたの３つの特徴～ 

町内の仕事情報を 

独自に収集 

小さかったこはさんも
だいぶ大きくなったね
時々、男の子に間違わ
れるこはさん、早く髪
が伸びるといいね

お姉ちゃんと仲良く遊ぶ
姿を見るのが今から楽し
みです。元気にすくすく
と大きくなってね！


